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含稀元素鑛物の研究（共の八）
滋賀縣栗太郡下田上村産イットロタンタル石

　　　　　　　　　（昭和18年8月10日受領）

　　　　　　　　田久保實太郎

　　　　　　　大　矢　　券　一

　　　　　　　　　　　　　　　策　　　　　言

　イットロタンタル石は共れの化學成分によって1802年A・G・趾ebergによって初め

て提唱せられた名穐である。本鑛物は外見よくフェルグソン石，サマルスキー石等に類

似してみるために其れが明かな結晶形を示さない試料に就ては何れに属する。かの制定は

単なる外見上の観察では不可能である。殊にサマルスキ，石とは結晶形も亦殆ど同一な

ので偶に結晶形の明かな試料でも両者の国別は結局精密な化學分析に侯たなけれぱなら

ぬことになる。このことは燭りイットロタンタル石，フェルグソン石，サマルスキー石

に就て隈ったことでなく殊に稀土元素を合むニオブタンタル酸監を主成分とする合稀元

素鑛物の一般に就ても同様であることは凡そ何人も経験する所である。從って古來の報

告中に見る英等の鋳物名構は極めて曖昧で今日の命名基準から者へれば全く信を置けな

いものが妙くない。J．J－Be・・e！iusは1815年瑞典ytterby産のイットロタンタル石’に就

て黒色，黄色，淡色等色を異にする種類のあることを報告したのセあるが其後A．皿．

No－denski舳，c，F．Rammels㎞τgの研究一によってJ・J・Berzeliusの謂ふ黄色及淡色イ

ットロタンタル石はフェルグソン石と同定せらるべき’ものであることを明にした。J．

Sch11ingの1904年の著書”Das　VOrkOmmen　der．seItenenふden‘’im　Mine砲1reiche中

にもイットロタ：／タル石とフェルグソン石とは明確に厚別してゐない。殊に結晶形を同

じくするイットロタンタル石とサマルスキ一石との厚別は更に曖昧である。A、皿．N0ト

denskiδld及W．C．Brδggerはイットロタンタル石の結晶形を研究し面角の測定から典

れの軸牽を計算したのであるが英の値はサマルスキ｝石と相一致すと考へ得られるので

あって結局両者の厚別はW．C．Brδggerによれば成分に於てタソクルに比してニオブ

の多いものをサマルスキ・石と呼び反射にニオブに比してタンタルの多いものをイット

ロタンタル石と呼ぶべき結論を述べてみる。本産地のイットロタンタル石は以前からサ

マルスキ・石として知られたものであるが著者の一人（大矢）の化學分析の結果をW．C．

腕ggerの命名基準に則すればイットロタンタル石と構せられるもので葱に同名構を用
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ひて本報告を公にする次第である。

　　　　　　　　　　　　　　　産地　産朕

　本鑛物は田上山山塊を作る黒雲母花開岩申のペグマタイト脈中に産しこれまでサマル

スキー石として報告されたものである。著者によって採集された場所は二箇所で共の一

は滋賀縣栗太郡下田上村薪免の東南約2桁を踊る所謂水晶脊と呼ばれる所である。薪免

の部落から大戸川に合流する小漢河に滑ふて登ると右方に鴬って河面から凡そ60米の高

位にペグマタイトの露頭を望見することが出來る所である。
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豊驚昌終幕紅。
　英の二は同村弼粟の東南約1桁を隔っ丘陵上にあって智て長石採取を目的として開掘

され産所である。通常樫2mm以下の針献の結晶が多数放射献の聚合誰を在し風化した

黄玉の表面に附着し或は長石中に蟹種ジルコンと共に存在するが時には石英中に小粒を

なして含まれてゐることがある。それの存在する周園は常に桃赤色の電影を一なしてゐる。
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色は漆黒色で努開は明かでなく貝殻状断nを示す硬度は長石より梢々低く5・5～6比重

は比重罎法で測定した値は次の遡りである。

比重（2合り一舳

放射能強く感光篤眞を撮ったものは第三剛〔示す通りである。
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　　　　　　　　　　　　　　　化塵分析

　本鑛物を件ふ岩片を適當の大きさに弾き携大鐘下に於て長石，石英，黄玉，白雲母等

の鰭伜鑛物を分離し試料O．86219を得た。試料は重硫酸加里と熔融し融成物を水にて抽

出し亜硫酸瓦斯を通じて煮沸し沈澱を濾別す。沈澱からSiO，，TiO。，Nb．O。，Tム。O。を

定量した。Nb・0・及Ta・O占の分離定量はMa㎡gmc法によった。濾液からは硫化水素

瓦斯を通じて硫化物沈澱を分離し後硫化水素瓦斯を駆逐し臭素水で酸化した後に髄化ア

：・モ・ニウム及アンモニアを川へてトリウム，釜稀土元素，鐵，アルミニウムを水酸化物

．として沈澱せしむ。沈澱は濾別し濾液から，MnO，CaO，Mg0を定量した。沈澱は稀

髄酸に溶解しアン手ニアにて中和した後穆酸にてトリウム及全称土の和を定量した。こ

れから更にトリウムの分離定量は過酸化水素法にセリウムは臭素酸加里法に及セリウム

族稀土イットリウム族の分離は硫酸加里法に擦った。分析の結果は次に示す通りである。

裁に参考の爲めに南諸威Berg産のもの及印度セイロン産のものム分析値をも併せて掲

げた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南諾威　　　　　印度　セ
　　　　　成分　　下問上村産　肋・9産　　イ目ン産

　　　　　　CaO　　　　　　　　　　O．08　　　　　　　　I，28　　　　　　　　1．89

　　　　　　MlgO　　　　　　　　　　O．13　　　　　　　　　0．15　　　　　　　　　一

　　　　　　地0　　　　　　　　　　5，81　　　　　　　　7，48　　　　　　　　3．41

　　　　　　PbO　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一

　　　　　　Ml10　　　　　　　　　3，89　　　　　　　　1，85　　　　　　　　0．21

　　　　　　BeO　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　O．35　　　　　　　　　一

　　　　　　㌫　　：lll　l1簑　舳6
　　　　　　峨紐　、、。　、、、　1…

　　　　　　Y族称士　　　　　18．61　　　　　　16．06　　　　　　17．85

　　　　　　A1！03　　　　　　　　　2．18　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一

　　　　　　SiO！　　　　　　　　　　1，24　　　　　　　　　0，96　　　　　　　　　－

　　　　　　S皿O，　　　　　　O．44　　　　　　1．20　　　　　　痕跡

　　　　　　Ti0・　　　　　　　　　O．36　　　　　　　　ユ、67　　　　　　　　　－

　　　　　　Zr02　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　O．57　　　　　　　　　－

　　　　　　Th02　　　　　　　　　Z45　　　　　　　　　α67　　　　　　　　　ユ．52

　　　　　　Nb205　　　　　　　　14．25　　　　　　　　20．38　　　　　　　　1496

　　　　　　丁副205　　　　　　　　40，40　　　　　　　3臥58　　　　　　　49，58

　　　　　　W0品　　　　　　　＿　　　　　　　0，66　　　　　　－

　　　　　　Na20　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　0．57　　　　　　　　　－

　　　　　　K里0　　　　　　　一　　　　　　　痕跡　　　　　　　一
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　　　　　　　H20＋〕　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一

　　　　　　　H20一｝　　　　　　　　O．19　　　　　　　　　0，51　　　　　　　　　0，12

　　　　　　　言十　　　　　　　　　　　　　g6．38　　　　　　　　　　　99．87　　　　　　　　　　　99・41

　試料不足及分析操作の失敗の爲めに水分反英の他の成分の分析は行はなかった。衙Y

族稀企及Ce族称土の分光分析を打つだ結果次の元素の存在が認められた。

　　　　　　　　　　Ce族称土　Ce，Nd，Sm．

　　　　　　　　　　Y族稀土　Y，Gd，Dy，Yb．

　以上の分析値は柴田雄次木村健二郎爾博士1〕の幅高縣石川郡石川町産のサマルスキ｝

石の分析値は大麗類似すれどもNb．0。に比してTa，O。の含量多きこと及U0里の含量の

著小なることが特に顕著のことである。衙サマルスキー石に比しFeO，一CaO・の含量が

梢々小でS10里，A1，O品の含量稿々犬である。試料選別に醤っては随伴する長石石英及黄

玉は注意して剥脱したのであるが本分析に於てSi0・，Al・0・成分の大なることは筒残っ

たこれらの随伴鱗物に原因するものと者へらる。

　　　　　　　　　　　　　　　　化口組成

　イットロタンタル石の化學成分に於てはNb．O。に比しTa．0。の含量の大なることが

特徴で典れの化學組成を示す化學式はサマルスキー石のそれと同一型であると者へられ

てゐる。Rammelsber～〕はYtterby産のイットロタンタル石の分析から其の化學式は次

の様なものであると述べた。

　　　　　　　　　5（R筥IITa207・3H20）十2（R2IlITa6021・3H，O）

　W．C．胱gge戸〕は南諸城産のイットロタンタル石の分析値から二債元素RII，三憤元

素Rm，四憤元素RIvは何れもピロタンクルニオブ酸H。（Ta，Nb）里07の藍帥ちR，I1

（Ta，Nb）里07，R。一II｛（Ta，Nb）。07｝品及びRIvlTa，Nb〕207として存在すると考へた。G．

Tschemik4〕は印度セイロン島産のイットロクシクル石を分析して英の化學成分は次の化

學式に恰當することを述べた。

　　　　　　12｛（Y！O舌XTa里05）｝十2｛（Ce，03）（Ta205）｝十3｛（FeO）錺（Ta里05〕｝

　　　　　　十4｛（U0！）（Nb205）｝十｛（Th02）（Nb里05）｝十3｛（CaO〕2（Ta，05〕｝．

　上記の式によれば稀士元素及鐵は正クンクル酸．盤として，ウラン，トリウム及カルシ

ウムはピロタシタル酸盛として存在することを示すもので又次の如く．書直すことが出來

る。

　　　　　　24｛YT亭04）十4（CeTa〇二）十3｛Fe舌〔丁討04），｝十4（U　Nb207）

　　　　　　十（Th　Nb207〕十3（Ca2Nb207〕．
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　今本鑛物の化學組成を考へるために前記の分析値から各成分の分子数を計算した。共

の結果は次の通りである。但し著しく過大値を示すAl．0、の分析値は之を除外した。

　　　　　　　　㎜：箭1∴二二二一11111／＿

　　　　　　　　　　　　　続ニニニニlll／

　　　　　　　　肌：1紅ニニニニニニニニニニ1二111／・一

　　　　　　　　RIvOぺTh02………・…・・……．…・・＿＿O．0093

　　　　　　　　薫1∵……欄㎜

　　　　　　　　㌫l11二1二．’．I一．’’’．一一’．’I’’’．満1地・

　W．C．Brδg9町の者への様に二債元素はR孟II（Si，Ti，Sn）里0。及ぴR．nlTa，Nb）。07と

して存在すとすれば英の分子藪は；次の値となる。

　　　　　　　　　　　R錺II（Si，Ti，Sn〕207＝O．0140

　　　　　　　　　　　R2II（Ta，Nb〕207目O．0568

　叉四憤元素をRIv（不乱，Nb〕。O。として存在すとすれば英の分子数はTh0。の分子数に

等しく：火の値となる。

　　　　　　　　　　　RIv（Ta，Nb），0？≡O．0093

　今上記の成分に相當する（Ta，Nb〕里q。の分子数をそれの全分子数から控除すれば共の

残鹸はR2mO。の分子数に勘して次の比．となる。

　　　　　　　　　　　（Ta，Nb）205：R，III03

　　　　　　　　　　　昌O．0790　：O．0574

　　　　　　　　　　　＝2．8　：2

　上記の（Ta，Nb）。O。：R．1II0。を試料中の不鈍物等を考慮して3：2と見倣すときは

三債元素に就ては次の式となる。印ち
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　　　　　　　　　　2R，III033（Ta，Nb）205

　　　　　　　　　　ミR4III｛（Ta，Nb〕，07｝3

故に本鑛物の主成分をなすものは二憤元素及二憤元素のビロタンタルニオブ酸盛で英

の分子数の割合は次の値となる。

　　　　　　　　　　R2II（Ta，Nb），07：R4III｛（Ta，Nb，207｝舌

　　　　　　　　　　＝O．0568＝O，0287

　　　　　　　　　　＝2　：　1

從って本銭物の化學組成は大鎧次の式で表されることにな乱

　　　　　　　　　　2，R｛II（Ta，Nb）207・R4III｛（Ta，Nb）207｝錺

　　　　　　　　　　冒R4II，R4m｛（Ta，Nb）207｝5

本研究に要せし費用の一部は日本學衛振興倉の援助によったもので斑に同倉に封じて

感謝の意を表す次第である。
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1）柴田雌吹，木村健二郎：日本化學會誌　43峡301（大正11年）・

2）　C．F．R8mmO18berg：Ber　De皿tsoh　Chem　Ge59．1580（1876）

3）W．C．B鞠脾：‘’Mino閉1i㎝d・s耐mr舳9isohe皿Pegmati峻㎎G”152（1㎜｝

4）0．一80homlk：NJ副h・bfMm・・w1，36（1915〉


